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国　税／ 平成28年分所得税の確定申告
 2月16日～3月15日

 （還付申告は申告期間前でも受け付けられます）
国　税／ 贈与税の申告 2月1日～3月15日
国　税／ 1月分源泉所得税の納付 2月10日
国　税／ 12月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

 2月28日
国　税／ 6月決算法人の中間申告 2月28日
国　税／ 3月、6月、9月決算法人の消費税等の中間申告

（年3回の場合） 2月28日
国　税／ 決算期の定めのない人格なき社団等の法人

税の確定申告及び納付 2月28日
地方税／ 固定資産税（都市計画税）の第4期分の納付

 市町村の条例で定める日

2 2017（平成29年）

国税の口座振替の領収証書送付取り止め　国税庁では、国税を口座振替で納付した納
税者への金融機関からの領収証書の送付を本年１月から取り止めています。現在は送付
に代えて、ｅ-Ｔaxで申告している納税者はｅ-Ｔaxホームページで振替納税結果が確認で
き、書面による証明が必要な場合は、税務署で口座振替がされた旨の証明をしています。

ワン
ポイント

梅

◆  2月の税務と労務 2月 （如月）FEBRUARY

11日・建国記念の日
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２月号─2

　
中
年
期
（
成
熟
期
）
を
迎
え
た
日

本
経
済
、
各
分
野
で
商
売
の
仕
方
も

一
変
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
中
年
期
を
迎
え
た
日
本
に
と

っ
て
、
あ
る
意
味
で
当
然
の
成
り
行

き
で
す
。

◎
青
春
期
か
ら
切
替
え
で
き
ず

　
人
間
に
青
春
期
が
あ
る
よ
う
に
経

済
に
も
高
度
成
長
期
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
青
春
期
や
高

度
成
長
期
に
は
必
ず
終
わ
り
が
あ
り

ま
す
。

　
一
部
の
例
外
を
除
い
て
基
本
的
に

経
済
は
い
ず
れ
中
年
期
を
迎
え
ま
す
。

今
の
日
本
は
中
年
期
の
ど
真
ん
中
に

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
は
普
通
よ
り
派
手

な
青
春
期
を
長
く
享
受
し
ま
し
た
。

今
は
中
年
期
に
入
り
、
経
済
が
ぱ
っ

と
し
な
い
と
嘆
い
て
も
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

個
々
の
商
売
を
し
て
い
る
人
た
ち
が

自
ら
商
売
を
作
っ
て
い
く
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　
か
つ
て
の
青
春
期
（
高
度
成
長
期
）

で
は
、
た
く
さ
ん
追
い
風
が
吹
い
て

事
業
機
会
が
先
に
訪
れ
ま
し
た
。
人

口
が
増
え
、
物
が
足
り
な
い
時
代
で

ど
ん
ど
ん
買
う
状
況
で
し
た
。
こ
う

い
う
中
で
は
、
い
か
に
早
く
確
実
に

機
会
を
掴
む
か
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
日
本
の
経
済
成
長
が
あ

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
今
重
要
な
の
は
、
個
別
企

業
の
戦
略
の
問
題
で
あ
り
、
日
本
の

成
長
も
個
々
の
企
業
の
戦
略
に
か
か

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
今
、
ご
く

当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
長
く
青
春
期
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
中
年
期
の
中
で
な
か
な

か
抜
け
き
れ
な
い
企
業
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
切
替
え
が
で
き
な
い
企
業
で
は
、

過
去
の
成
功
に
縛
ら
れ
て
「
も
の
づ

く
り
」
で
支
え
る
と
い
う
考
え
方
が

強
す
ぎ
る
と
も
い
え
ま
す
。経
営
は
、

す
べ
て
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。「
思
い
込
む
、
甘
え
る
、
も
た
れ

る
」
と
い
っ
た
傾
向
が
も
の
づ
く
り

企
業
に
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
長
期
利
益
こ
そ
が
経
営
の
中
核

　
経
営
で
あ
る
以
上
、
長
期
の
利
益

が
出
る
と
い
う
こ
と
が
絶
対
条
件
で

す
。
長
期
利
益
こ
そ
が
、顧
客
満
足
、

雇
用
、
税
金
、
株
式
な
ど
経
営
の
中

核
と
い
え
ま
す
。

　
も
の
づ
く
り
は
、
長
期
利
益
を
実

現
す
る
た
め
の
一
戦
略
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
大
切
な
の
は
、
良
い
も
の
の
価

値
を
顧
客
に
伝
え
て
、
皆
が
お
金
を

払
い
た
く
な
る
よ
う
な
状
態
へ
持
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。
も
の
づ
く
り
を

前
面
に
掲
げ
て
、
も
の
づ
く
り
は
上

手
い
が
儲
か
っ
て
い
な
い
会
社
が
多

く
あ
り
ま
す
。
儲
け
る
と
い
う
目
的

が
「
良
い
も
の
を
つ
く
る
」
と
い
う

こ
と
に
す
り
替
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
高
度
成
長
期
は
物
が
足
り
な
い
の

で
、
良
い
も
の
を
つ
く
れ
ば
結
果
的

に
売
上
も
利
益
も
出
ま
し
た
。
こ
れ

は
典
型
的
に
青
春
期
の
発
想
で
中
年

期
に
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
い
く
ら
良

い
も
の
を
つ
く
っ
て
も
、
他
社
と
比

較
し
て
本
質
的
な
違
い
や
価
値
を
不

断
に
発
見
し
て
、
そ
れ
を
稼
ぐ
仕
組

み
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
の
基
本

と
い
え
ま
す
。

　
高
度
成
長
期
は
、
ど
こ
の
国
や
地

域
に
お
い
て
も
例
外
的
な
時
期
で
、

こ
れ
を
過
ぎ
た
時
期
が
普
通
の
時
期

で
す
。

　
ニ
ー
ズ
（
問
題
解
決
）
に
終
わ
り

は
な
い
の
で
す
。
中
年
期
の
優
れ
た

経
営
に
お
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
が
生
み

出
す
問
題
を
い
か
に
捉
え
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

◎
経
営
は
自
由
意
志
が
大
原
則

　
も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、
経
営
、

商
売
に
お
い
て
は
、
自
由
意
志
が
大

原
則
で
す
。
自
由
意
志
は
商
売
の
原

点
中
の
原
点
で
す
。

　
そ
し
て
、
経
営
の
基
本
は
当
た
り

前
の
こ
と
を
徹
底
し
て
や
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
す

る
に
あ
た
っ
て
障
害
が
出
て
き
ま
す

が
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
な
ぜ
で
き

な
い
の
か
自
問
自
答
す
る
こ
と
が
、

よ
り
よ
い
経
営
に
結
び
付
き
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の

新
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
、
日
本
全
体

の
流
れ
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

中
年
期
を

　
　
迎
え
た

日

　
本

　
経

　
済

中
年
期
を

　
　
迎
え
た

日

　
本

　
経

　
済



3─２月号

◎
日
本
が
力
を
入
れ
る
べ
き
戦
略
分
野

　
日
本
自
体
の
弱
み
と
し
て
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
雇
用
者

の
減
少
、
国
内
市
場
の
減
少
、
社
会

保
障
の
増
加
、
生
産
性
の
低
迷
・
地

方
経
済
の
疲
弊
か
ら
格
差
拡
大
へ
の

懸
念
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
制
約
か

ら
の
持
続
可
能
性
へ
の
懸
念
、
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
強
み
と
し
て
は
、
質
の
高

い
リ
ア
ル
デ
ー
タ
と
し
て
、
医
療
デ

ー
タ
や
現
場
で
得
ら
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

デ
ー
タ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
、

世
界
シ
ェ
ア
の
高
い
製
品
群
と
し
て
、

自
動
車
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
セ
ン
サ
ー
等

が
あ
り
、
さ
ら
に
品
質
に
厳
し
い
消

費
者
市
場
が
控
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
弱
み
や
強
み
か
ら
、
独

自
の
価
値
観
や
文
化
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
同
時
に
、
日
本
が
力
を
入

れ
る
べ
き
戦
略
分
野
を
特
定
し
、
よ

り
具
体
的
な
戦
略
と
し
て
以
下
の
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
目
指
す
べ
き
将
来
像
（
二
〇
三
〇

年
予
想
）

－
戦
略
分
野
①
＝
健
康
を
維
持
す
る

（
健
康
・
医
療
・
介
護
）

例
○
個
別
化
医
療
・
健
康
ケ
ア
で

健
康
寿
命
10
歳
延
伸
（
バ
イ

オ
・
ゲ
ノ
ム
）

　
○
医
療
・
介
護
地
域
格
差
ゼ
ロ

（
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
）

　
　
技
術
革
新
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

等
の
検
討
が
必
要
で
す
が
、
規
制

制
度
改
革
等
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

－

戦
略
分
野
②
＝
移
動
す
る
（
モ
ビ

リ
テ
ィ
）

例
○
自
動
走
行
で
移
動
弱
者
ゼ
ロ

（
国
内
七
〇
〇
万
人
）、
事
故

死
亡
ゼ
ロ
（
世
界
一
二
五
万

人
）

　
○
災
害
時
物
資
輸
送
の
緊
急
対

応

　
○
渋
滞
に
よ
る
経
済
ロ
ス
、
環

境
負
荷
の
削
減

－

戦
略
分
野
③
＝
ス
マ
ー
ト
に
手
に

入
れ
る
（
も
の
づ
く
り
、
保
安
、

物
流
小
売
、
農
業
）

例
○
モ
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
化
。
便
利

で
買
い
た
く
な
る
新
た
な
も

の
づ
く
り

　
○
多
く
の
新
た
な
担
い
手
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
誕
生

　
○
デ
リ
バ
リ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
効
率
性
革
命

　
○
新
た
な
素
材
の
誕
生

　
○
高
付
加
価
値
農
作
物
で
遊
休

農
地
を
減
ら
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
を
獲
得

－
戦
略
分
野
④
＝
ス
マ
ー
ト
に
暮
ら

す
（
住
宅
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
街
づ

く
り
）

例
○
一
家
に
一
台
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ

ッ
ト
が
普
及

　
○
家
庭
の
リ
ア
ル
デ
ー
タ
を
集

め
た
多
様
な
革
新
サ
ー
ビ
ス

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
デ
マ
ン
ド

レ
ス
ポ
ン
ス
、
高
齢
者
の
見

守
り
、
商
品
購
買
予
約
の
サ

ポ
ー
ト
等
）

　
○
暮
ら
し
や
す
く
環
境
に
も
優

し
い
最
先
端
の
街
づ
く
り

新たな経済社会システムの提示

具体的な制度改革の実現

第４次産業革命に対応する新たなグローバル・レジーム

経済産業省資料より

■主な検討課題

経済の新陳代謝システム
（コーポレートガバナンス、知財、
競争、産業再編、ベンチャー）

社会保障システム
（医療、介護、所得再分配）

地域経済社会システム
（中小企業、観光、スポーツ等）

人材育成・活用システム
（雇用、労働、教育）



２月号─4

　
本
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
還
付
申
告
は
、
既

に
一
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

納
付
額
の
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
二

月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
以
下
、
平
成
二
十
八
年
分
確
定
申

告
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

１
　
確
定
申
告
の
対
象
者

●
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人

（
主
な
例
）

①
　
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
お
り
納

税
額
が
あ
る

②
　
不
動
産
収
入
が
あ
り
納
税
額
が

あ
る

③
　
給
与
が
年
間
二
千
万
円
を
超
え

る
④
　
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

っ
て
い
る

⑤
　
同
族
会
社
の
役
員
等
で
、
そ
の

会
社
に
不
動
産
や
事
業
資
金
を
貸

し
付
け
、
使
用
料
・
利
息
等
を
受

け
取
っ
て
い
る

⑥
　
平
成
二
十
八
年
中
に
土
地
等
の

譲
渡
が
あ
っ
た

⑦
　
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
金
額
が
二
〇
万
円
を
超
え
る

●
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人

（
主
な
例
）

　
　
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄

附
金
控
除
、
配
当
控
除
、
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
を
受
け
る
人

２
　
平
成
二
十
八
年
分
確
定
申
告
の

主
な
留
意
点

⑴

　空
き
家
に
係
る
譲
渡
所
得
の
特

別
控
除
の
特
例
の
創
設

　
相
続
開
始
直
前
に
お
い
て
、
被
相

続
人
の
み
が
居
住
の
用
に
供
し
て
い

た
家
屋
を
相
続
し
た
相
続
人
が
、
そ

の
家
屋
（
耐
震
性
の
な
い
場
合
は
耐

震
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
も
の
に
限
り
、

そ
の
敷
地
を
含
み
ま
す
）
又
は
家
屋

除
却
後
の
土
地
を
相
続
時
か
ら
三
年

を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
年
の
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
譲
渡
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
家
屋
又
は
除
却
後
の
土

地
の
譲
渡
益
か
ら
三
千
万
円
を
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
二
十
八
年
四

月
一
日
以
後
の
譲
渡
か
ら
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

⑵

　住
宅
の
多
世
帯
同
居
改
修
工
事

等
に
係
る
特
例
の
創
設

　
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、

自
己
の
有
す
る
家
屋
に
多
世
帯
同
居

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
に
、
次
の

①
又
は
②
の
特
例
を
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
工
事
は
、
キ
ッ
チ
ン
・

浴
室
・
ト
イ
レ
又
は
玄
関
の
う
ち
少

な
く
と
も
一
つ
を
増
設
し
、
い
ず
れ

か
二
つ
以
上
が
複
数
箇
所
に
な
る
工

事
で
す
。

①
　
ロ
ー
ン
型
減
税

　
　
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
を
含
む

増
改
築
工
事
に
係
る
住
宅
借
入
金

等
（
償
還
期
間
五
年
以
上
）
の
年

末
残
高
一
千
万
円
以
下
の
部
分
に

つ
い
て
、
一
定
割
合
を
乗
じ
た
金

額
を
五
年
間
の
各
年
に
お
い
て
所

得
税
額
か
ら
控
除

②
　
投
資
型
減
税

　
　
多
世
帯
同
居
改
修
工
事
の
標
準

的
な
費
用
の
額
の
一
〇
％
相
当
額

を
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
か
ら
控

除

被相続人の
居住の用に供していた
家屋及びその敷地
昭和 56年 5月 31日以前建築
（区分所有建築物を除く）

相続

独居

空き家

耐震リフォーム
（耐震性がある場合は不要）

除却

更地

譲渡

譲渡

三
千
万
円
特
別
控
除
の
適
用

確
定
申
告
の

ポ
イ
ン
ト

平
成
28
年
分
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表1　所得税額速算表（平成28年分用）

表2　確定申告書チェック表

課税総所得金額（A） 税率
（B） 控除額（C） 税額＝

（（A）×（B）－（C））×102.1％
住民税額の速算表（所得割）

超 以下 ［課税所得］ ［税率］

一律 10%

（平成28年分用）

営業・農業・その他の事業・不動産所得等については、収支内訳書の添付が必要です。

給与所得等の源泉徴収票は、原本が添付されていますか。

還付申告書を提出する場合は、給与所得以外の所得が20万円以下であっても、含めて申告します。

損益通算のできる損失は、不動産・事業・譲渡（注）・山林所得です。

補てん金は、未収であっても、見積りにより控除します。

差引負担額から10万円（又は所得金額の5％か、いずれか少ない金額）を、差し引いてありますか。

領収書の添付または提示がされていますか。

領収書、証明書等の添付がされていますか。

扶養親族のうち、年齢19歳以上23歳未満の人（平成6.1.2～平成10.1.1生まれ）で、控除額は
63万円です。

（1）寡婦 ①死別・離婚・・・・・・・・扶養親族又は一定の生計を一にする子があれば、所得制限なし。

 ②死別・・・・・・・・・・・・・・・・合計所得金額が500万円以下。

 ③特定の寡婦・・・・・・扶養親族である子を有し、かつ合計所得金額が500万円以下。

（2）寡夫 死別・離婚とも一定の生計を一にする子があり、かつ合計所得金額が500万円以下。

合計所得金額が1,000万円超なのに適用していませんか。

控除額は、最高38万円です。

対象となる配当所得は、剰余金の配当等です。

控除額は、課税総所得金額1,000万円以下は10％、それを超える部分は5％になります。

申告書の住宅借入金（取得）等特別控除欄の「居住年月日」等は、すべて記入がありますか。

添付書類の不足はないですか。

（1）新築・中古家屋の場合
 ①家屋（土地）の登記事項証明書
 ②請負契約書又は売買契約書の写し
 ③住民票の写し（平成28年1月1日以降に自己の居住の用に供した場合は不要）
 ④住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書
 ⑤建築年数基準（耐火25年以内、非耐火20年以内）に該当しない場合は、耐震基準適合証
 　明書又は住宅性能評価書の写し、既存住宅売買瑕疵担保責任保険契約が締結されてい
 　ることを証する書類のいずれか
（2）増改築等をした家屋の場合
 上記（1）の各種の書類の他に「建築確認済証の写し」若しくは「検査済証の写し」又は、
 「増改築等工事証明書」

未払いの源泉所得税額も含めて記載します。

黒字の金額は、100円未満の端数は切り捨て。

第一期・第二期とも、未納があっても記載して下さい。

項　目

1,950,000
3,300,000
6,950,000
9,000,000
18,000,000
40,000,000

円
1,950,000
3,300,000
6,950,000
9,000,000
18,000,000
40,000,000

－      

円 0
97,500
427,500
636,000
1,536,000
2,796,000
4,796,000

（（A）×5％）×102.1％
（（A）×10％－
（（A）×20％－
（（A）×23％－
（（A）×33％－
（（A）×40％－
（（A）×45％－

円
97,500円）×102.1％
427,500）×102.1％
636,000）×102.1％
1,536,000）×102.1％
2,796,000）×102.1％
4,796,000）×102.1％

5
10
20
23
33
40
45

％

区分

共　　　　　通

医　　療　　費

寄　　附　　金

特定扶養親族

寡 　 婦（ 夫 ）

配偶者特別控除

配　当　控　除

住宅ローン控除

源泉徴収税額

申 告 納 税 額

予 定 納 税 額

所
得
金
額

所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
金
額

税
額
か
ら
差
し
引
か
れ
る
金
額

そ
の
他

チェックの内容

（注）一定の居住用財産以外の土地・建物等を除きます。
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今
回
は
、
長
期
休
暇
や
修
学
時
間

外
を
利
用
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る

高
校
生
や
大
学
生
の
労
働
条
件
確
保

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　
労
働
者
の
契
約
期
間
や
労
働
時
間

の
長
短
に
関
わ
ら
ず
、
採
用
側
が
留

意
し
て
お
き
た
い
点
が
あ
り
ま
す
の

で
、
募
集
活
動
を
行
う
前
に
、
準
備

す
る
も
の
や
採
用
後
の
実
施
事
項
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一

　ア
ル
バ
イ
ト
の
実
態

　
ま
ず
は
、
高
校
生
や
大
学
生
を
対

象
と
し
た
直
近
の
意
識
等
調
査
結
果

（
厚
生
労
働
省
）
を
基
に
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
す
る
学
生
の
実
態
を
見
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。

㈠

　業
種

　
経
験
し
た
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
多

い
業
種
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
大
学
生

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
一
六
％
）

・
学
習
塾（
個
別
指
導
）（
一
五
％
）

・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
一一
％
）

・
居
酒
屋
（
一
一
％
）

②
　
高
校
生

・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
二
三
％
）

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
一
五
％
）

・
チ
ェ
ー
ン
の
飲
食
店
（
七
％
）

・
そ
の
他
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
（
六
％
）

㈡

　労
働
条
件
明
示

　
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
と
き
は
、

労
働
時
間
、
賃
金
等
の
一
定
事
項
を

書
面
交
付
に
よ
り
明
示
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
労
働
基

準
法
）。

　
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
に
対
す
る
労
働

条
件
明
示
の
実
態
は
、
大
学
生
お
よ

び
高
校
生
の
い
ず
れ
も
「
労
働
条
件

通
知
書
等
を
交
付
さ
れ
て
い
な
い
」

と
す
る
回
答
が
六
割
、「
口
頭
で
も

具
体
的
な
説
明
を
受
け
た
記
憶
が
な

い
」
と
す
る
回
答
に
つ
い
て
は
二
割

弱
で
し
た
。

㈢

　ト
ラ
ブ
ル

　
大
学
生
で
は
六
割
、
高
校
生
で
は

三
割
が
、
労
働
条
件
等
で
何
ら
か
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
回
答
し
ま
し

た
（
注
　
高
校
生
調
査
で
は
三
割
が

未
回
答
）。

　
ト
ラ
ブ
ル
で
は
、
勤
務
シ
フ
ト
に

関
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、
賃
金
の

不
払
い
、
満
十
八
歳
未
満
に
禁
止
さ

れ
て
い
る
深
夜
業
や
休
日
労
働
、
休

憩
時
間
を
確
保
し
て
い
な
い
と
い
っ

た
法
律
違
反
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

二

　労
働
条
件
の
確
保

　
労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ
た
労
働

条
件
等
に
は
、
健
康
及
び
福
祉
の
確

保
等
の
観
点
か
ら
、
一
定
年
齢
に
満

た
な
い
者
を
雇
う
と
き
に
限
り
適
用

さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
年

齢
に
応
じ
た
適
正
な
運
用
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
満
十
五
歳
に
達
し
た
日
以

後
最
初
の
三
月
三
十
一
日
が
終
了
す

る
ま
で
の
児
童
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
条
件
を
満
た
す
と
き
に
限
り
認

め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
児
童
の

労
働
に
つ
い
て
は
割
愛
し
ま
す
。

①
　
労
働
契
約
の
締
結

　
　
労
働
契
約
は
、
二
十
歳
未
満
の

者
（
以
下
「
未
成
年
者
」）
で
あ
っ

て
も
本
人
と
結
ば
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
親
権
者
や
代
理
人
が
未
成
年

者
に
代
わ
っ
て
締
結
し
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
未
成
年
者
は
独
立
し
て

賃
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、

親
権
者
ま
た
は
後
見
人
は
未
成
年

者
の
賃
金
を
代
わ
っ
て
受
け
取
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

②
　
労
働
条
件
の
明
示

　
　
労
働
条
件
の
う
ち
、
次
の
事
項

は
書
面
の
交
付
に
よ
り
明
示
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
契
約
期
間
に
関
す
る
こ
と

・
期
間
の
定
め
が
あ
る
契
約
を
更

新
す
る
場
合
の
基
準

・
就
業
場
所
、
従
事
す
る
業
務

・
始
業
、
終
業
時
刻

・
休
憩
、
休
日

・
賃
金
（
決
定
方
法
、
支
払
時
期

な
ど
）

・
退
職
に
関
す
る
こ
と
（
解
雇
の

事
由
を
含
む
）

　
　
短
時
間
労
働
者
の
場
合
は
、
前

記
事
項
に
加
え
次
の
事
項
も
文
書

で
明
示
し
ま
す
。

・
昇
給
の
有
無

・
退
職
手
当
の
有
無

・
賞
与
の
有
無

・
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る

事
項
に
係
る
相
談
窓
口

※
厚
生
労
働
省
や
都
道
府
県
労
働

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
労
働
条

件
通
知
の
モ
デ
ル
様
式
が
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
ア
ル
バ
イ
ト

の

労
働
条
件
確
保
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③
　
賃
金

　
　
賃
金
支
払
い
の
五
原
則
と
し
て

次
の
も
の
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
労
働
基
準
法
）。

・
通
貨
で
支
払
う

・
直
接
労
働
者
に
支
払
う

・
全
額
を
支
払
う

・
毎
月
一
回
以
上
支
払
う

・
一
定
の
期
日
に
支
払
う

　
　
ま
た
、
地
域
・
産
業
別
に
定
め

ら
れ
た
最
低
賃
金
に
も
注
意
を
要

し
ま
す
。
労
働
者
の
同
意
が
あ
っ

て
も
最
低
賃
金
額
を
下
回
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

④
　
労
働
時
間
、
休
日

イ
　
原
則

　
　
十
八
歳
未
満
の
者
（
以
下
「
年

少
者
」）
は
、
法
定
時
間
外
及
び

法
定
休
日
の
労
働
が
認
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
一
日
八
時
間
、
一
週
四
〇

時
間
の
範
囲
内
で
使
用
し
ま
す
。

　
　
深
夜
の
時
間
帯
（
午
後
十
時
か

ら
午
前
五
時
）
に
つ
い
て
も
原
則

と
し
て
労
働
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

ロ
　
例
外

　
　
年
少
者
で
あ
っ
て
も
次
の
労
働

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
非
常
災
害
等
の
と
き
に
時
間
外
、

休
日
労
働
（
例
　
天
災
等
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
た
め
早
期
復

旧
の
作
業
を
行
わ
せ
る
等
）
を

さ
せ
る
。

・
週
四
〇
時
間
を
超
え
な
い
範
囲

内
で
、
一
週
の
う
ち
一
日
を
四

時
間
以
内
に
短
縮
し
た
場
合
、

他
の
日
を
一
〇
時
間
ま
で
延
長

し
て
使
用
す
る
。

・
一
週
四
八
時
間
、
一
日
八
時
間

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
一
か

月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
、

一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

の
下
で
使
用
す
る
。

　
　
勤
務
シ
フ
ト
変
更
な
ど
労
働
日

や
労
働
時
間
の
変
更
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
多
い
（
前
述
の
調
査
よ

り
）
た
め
、
や
む
を
得
ず
変
更
を

行
う
場
合
は
で
き
る
限
り
時
間
的

な
余
裕
を
も
っ
て
通
知
を
し
、
同

意
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
こ

と
や
、
試
験
期
間
中
な
ど
学
業
に

時
間
を
割
く
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

シ
フ
ト
設
定
に
あ
た
り
本
人
の
意

向
も
確
認
し
た
上
で
決
定
す
る
等

の
配
慮
が
あ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
な
お
、
会
社
側
の
都
合
で
労
働

時
間
の
全
部
又
は
一
部
を
休
業
さ

せ
た
場
合
に
は
、
使
用
者
は
平
均

賃
金
の
六
割
以
上
の
休
業
手
当
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に

も
注
意
を
要
し
ま
す
。

⑤
　
休
憩

　
　
休
憩
時
間
は
、
労
働
時
間
の
長

さ
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
六
時
間
を
超
え
る
場
合
は
少
な

く
と
も
四
十
五
分
、
八
時
間
を
超

え
る
場
合
は
少
な
く
と
も
一
時
間

の
休
憩
を
労
働
時
間
の
途
中
に
与

え
ま
す
。

⑥
　
年
次
有
給
休
暇

　
　
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
に
つ
い
て
も
雇
い
入
れ
か

ら
の
継
続
勤
務
年
数
に
応
じ
た
付

与
を
し
ま
す
（
例
　
六
か
月
勤
務

し
た
と
き
に
一
〇
労
働
日
）。

　
　
週
所
定
労
働
時
間
が
三
〇
時
間

に
満
た
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
所

定
労
働
日
数
に
応
じ
た
付
与
を
す

る
制
度
（
比
例
付
与
と
言
い
ま
す
）

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
週
所
定

労
働
日
数
四
日
の
労
働
者
が
、
六

か
月
継
続
勤
務
を
し
た
と
き
の
付

与
日
数
は
、
七
日
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

⑦
　
年
齢
証
明
書

　
　
年
少
者
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

年
齢
証
明
書
（
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
な
ど
）
を
事
業
場
に
備
え

付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

⑧
　
危
険
有
害
業
務
等

　
　
年
少
者
は
肉
体
的
、
精
神
的
に

未
熟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
危
険
有

害
業
務
や
坑
内
で
就
業
さ
せ
る
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
危
険
有
害
業
務
の
例
と
し
て
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
重
量
物
（
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上
）
を
取
扱
う
業
務

・
有
害
ガ
ス
の
発
散
す
る
場
所
に

お
け
る
業
務

・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
所
作
業

（
墜
落
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
）

⑨
　
帰
郷
旅
費

　
　
年
少
者
が
解
雇
の
日
か
ら
一
四

日
以
内
に
帰
郷
す
る
場
合
は
、
原

則
と
し
て
必
要
な
旅
費
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三

　労
働
・
社
会
保
険

　
ア
ル
バ
イ
ト
も
労
災
保
険
の
対
象

労
働
者
と
な
り
ま
す
。

　
雇
用
保
険
や
社
会
保
険
は
、
一
定

要
件
を
満
た
し
た
と
き
に
加
入
し
ま

す
が
、
雇
用
保
険
お
よ
び
社
会
保
険

の
一
定
事
業
所
に
は
昼
間
学
生
を
適

用
除
外
と
す
る
定
め
が
あ
り
ま
す
。

加
入
対
象
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
行

政
機
関
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。



　会社の従業員Ａが独立し、同業の新
会社Ａ社を起こしました。

　ＡはＡ社設立後、我が社の顧客先の一部
を持っていったため、売上が減少しました。
悔しさも湧きますし、競業してくる場合も
考えられますが、どのような対処ができま
すか。（設備保安Ｂ社・Ｂ社長）

　会社としてはＡに対し、損害賠償請
求をすることが考えられます。そのた

めにはいくつかの要件を満たす必要があり
ます。
⑴　まず、Ａの競業避止義務の有無を確認
します。
　　競業避止義務とは、従業員または退職
した元従業員が、競業会社を営んだり競
業会社に雇われることを控える義務です
が、退職した従業員がこの義務を負うの
は、就業規則の規定や契約書等の個別的

合意の明示の根拠があるときに限られて
います。
⑵　次に、競業避止義務規定の有効性につ
いてです。規定や合意があるだけでなく、
合理性がなければなりません。
　　例えば、①守るべき企業の利益がある
か否か、②従業員の地位、③地域的な限
定があるか、④競業避止義務の存続期間、
⑤禁止される競業行為の範囲に必要な制
限をかけているかどうか等、総合的に判
断されます。
　　つまり、就業規則等に定めていても合
理性がなければ競業避止義務は無効であ
るとされてしまう場合があります。
　Ｔ弁護士は、競業禁止を有効とするため
には、例えば「元従業員は担当したエリア
において元の顧客に対し、６か月間、営業
活動を禁止する」といった禁止する範囲を
限定すると良いと話します。
　個別事情による可能性もあると考えます
ので、専門家への相談もご検討下さい。

　情報は先ず、私たちの脳の「海馬（かい
ば）」という部分に仮保存されます。その
期間は２～４週間といわれており、その期
間内に３回以上使われる情報を、脳は重要
であるものと判断するそうです。
　そして、何度も使われる情報は、記憶の
「仮保管場所」である「海馬」から、「記憶の
金庫」というべき「側頭葉（そくとうよう）」
に移動されます。
　一度、側頭葉に移動した情報は記憶とし
て、なかなか忘れないそうです。
　先程出てきました「使う」ということで
すが、例えば本を読んだら本の内容を人に
話すとか、本の内容を振り返って感想を書
く等する「アウトプットする」ことです。
　「記憶する」ことは「インプット」（入力）
だと思われがちですが、実は記憶の維持で
重要なことは「アウトプット」（出力）なの
だそうです。

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
「
ペ
ッ
パ
ー
」

の
よ
う
に
人
と
会
話
な
ど
の
対
応
が

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
Ｋ
社
が
行
っ
た
接

客
体
験
の
有
無
や
認
知
状
況
調
査
で
、

次
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　「
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
」

七
・
一
％
、「
店
頭
で
見
た
こ
と
が
あ

る
が
、体
験
は
な
い
」
一
六
・
二
％
、

「
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
等
で
見
た
こ
と

は
あ
る
」
五
六
・
八
％
、「
知
ら
な
い
」

二
〇
・
〇
％
。

　
実
際
に
接
客
や
案
内
を
受
け
た
人

は
、「
楽
し
い
」
六
七・一
％
、「
親
し

み
や
す
い
」
四
九・四
％
。
さ
ら
に
接

客
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
面
白
い
・
楽

し
い
」
二
五
・
六
％
、「
ユ
ー
モ
ア
が

あ
る
」二
二
・
二
％
と
す
る
一
方
、「
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
接
客
」
二
三
・
三

％
、「
ぎ
こ
ち
な
い
」
二
〇
・
八
％
等

も
あ
り
ま
し
た
。

　
体
験
し
た
人
は
少
な
く
、
好
意
的

に
見
て
い
る
が
技
術
的
に
は
発
展
途

上
、
と
い
う
評
価
の
よ
う
で
す
。

問

答

独立した元従業員への対応

記憶に必要なことコ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト

２月号─8
発行


